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1.2- b.コンテンツによる啓発に向けた調査 
～（４）理工系人材の産業ニーズについて中高生等の興味・関心を喚起するための方法の

検討 

 

専門知識や技術分野等をめぐる育成や雇用についての現状や課題について、定量的に明らかにす

る調査結果等を活用し、産業界と大学教育の人材育成のミスマッチの解消や理工系人材の裾野拡大

に向けての現状提示や、重要な分野の魅力発信等がされるための方策や、さらにはそれが持続的・

発展的になされていくための仕組みづくりについて検討した。 

具体的には、経済産業省が進めてきた人材育成事業としてのキャリア教育事業の一環で作られ、

運営されているサイト(※)を、継続的・発展的に運用し、産学ミスマッチの解消や、産業界の現状

およびそこで求められる学問・知識の魅力を発信したりするためのコンテンツ発信の場とできるよ

うな仕組み作りについて検討した。 

※高校生向け・学問紹介サイト「みらいぶプラス」 

⇒http://www.milive-plus.net/ 

教員・教育関係者向けの情報教育やキャリア教育推進支援サイト 

「みんなの教育」⇒http://www.wakuwaku-catch.com/ 

「キミのミライ発見」⇒http://www.wakuwaku-catch.net/ 

 

 

（ア）-1 現在の産業界において重要とされる専門分野とその動向、大学等における各専門分野か

らの人材輩出の整理 

 

具体的には、産業界の仕事で必要となる専門知識分野の可視化を行った。具体的には、それら知

識分野が、大学において研究・教育活動が十分行われているかを示すことができるグラフを検討、

作成した。 

 その際、今回の平成28年度調査データは未だ分析過程にあるため、コンテンツ化のための検討期

間が十分には取れないため、理工系人材円卓会議で提示されてきた前回平成26年度調査データを使

用した。分析に拠れば、平成26年度と平成28年度の結果は大きく変わらないことが示されている。 

 

産業界を構成する人材群パターン等（100～300程度）に対して、下記の分析の視点を立て、それ

を軸に集計・分析した結果をコンテンツとした。 

 

 

①整理した200～300程度の専門知識分野は、どのような分野出身者で構成され、また実際の業務で

はどのような分野が必要か 

 

1-1.「業務で重要」と「大学等での専門分野」との比較<25業種×25職種> 

1-2.25業種の学科と職種 

1-3.技術系25業種の学科と職種⇒金融まで 
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1-4.25職種別学科と業種 

1-5.業種別職種別にみた現在の仕事／IT・ネットサービス・アプリ ×25職種 

※詳細は別添 

 

◆1-1.「業務で重要」と「大学等での専門分野」との比較<25業種×25職種> 機械の例 
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②地域(都道府県等)別に見て、各地域における産業人材は、どのような業種・職種で構成され、そ

れぞれがどのような分野出身者で構成され、また実際の業務ではどのような分野が必要か 

  

2-1.2_47都道府県別出身学科、業職種 

2-3.47都道府県別 業務で重要VS大学等での専門分野 

※詳細は別添 

 

◆2-1.47地域の業職種 北海道の例 
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③大学等における40～60程度の教育単位となる専門分野に対して、卒業生はどのような仕事に従事

しているのか、また実際の業務ではどのような分野が必要か 

 

 3-1.45学科の業職種 

3-2.45学科別 業務で重要VS大学等での専門分野 

※詳細は別添 

 

◆3-1.45学科の業職種 哲学系の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは、高校生の進路選択や高校教員等の進路指導にも参考となることを意識して作成した。 
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(ア)-2 普及・啓発の方法 

 

作成されたコンテンツが、特に、中高生等に対する進路指導の場面などで幅広く活用されるため

の方法を検討した上で、中高生や教員、大学生等に周知の取り組みを行った。 

 

具体的には、円卓会議での関心を踏まえ、中学・高校の進学指導サイドの目線での解説を作り、

サイトのコンテンツとした。そこでは、学科選びにおいて、業務で重要な専門分野と学科の分野が

ずれているケースが多いことに気づかせるように留意した。 

また、上記分析によるグラフデータをダウンロードできるようにした。 

 

◆作成されたサイトページ 

～業務で必要な専門分野と学科の分野にズレのある現状への関心を喚起し、他のパターンのデータ

もダウンロードできるようにした。 
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その上で、冊子版も作成し、受託事業者である河合塾が実施する高校教員向けの教育を考えるイ

ベントで配布して、円卓会議の存在を高校の教員にも関心を持っていただくように紹介した。 

 

◆高校教員向け教育イベントと作成した冊子 

 

●首都圏版リーフレット     ●2016年報告会の日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●配付した冊子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇参考◇ 今年の主な内容案 

・ 京都大学による「2013年度の高校2年生を対象に、大学への進学、さらに社会人へと至

るおよそ10年間を追跡するパネル調査」の中間報告 

・ 東京大学による「高校における生徒参加型授業に関する調査」報告 

  

月 日 曜 開始 終了

10 28 金 15:20 18:00 札幌 河合塾 札幌校　403予定

10 8 土 14:00 16:40 仙台 仙台校

10 18 火 未定 さいたま 河合塾　大宮校

10 13 木 15:00 17:40 東京 河合塾　池袋校

11 1 火 14:30 17:10 名古屋 千種デルファイホール

11 12 土 14:30 17:00 大阪 大阪校

11 22 火 14:30 17:10 広島 河合塾　広島校

九州 10 29 土 14:00 16:50 福岡 河合塾　福岡校

近畿

中四国

関東

首都圏

中部

北海道

東北

実施都市 実施会場地区
実施日 時間帯
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（イ）産業界で必要性が高く求められる業務や専門分野の内容などが、中高生に対して魅力的に 

アピールするコンテンツ作成と活用の仕組みづくり 

 

(イ)-1. 産業と仕事とそれに関わる技術・学問について理解できる、研究・開発系の業務を中心

とする企業業務に関するコンテンツの作成 

 

現在、一般的に発信されている産業や仕事に関するインタビュー等は、必ずしも一般の人、まし

てや中高生などに理解できるものにはなっていない。その特色・傾向を挙げると以下のようになる。 

 

・ 専門業界内部人の関心を引くことが目的とされる傾向が高く、業界のあり方や技術は、

読者が理解していることが前提として紹介されている記事が多い。 

・ 求人を目指しているものも多いために、働き方に関しての記事が脚色され紹介されて

いるものが多く、必ずしも業界や技術に関しての紹介は多くない。 

・ 仕事に関しては、その内容自体の紹介は必ずしも多くなく、能力や華やかな部分にス

ポットが当たる傾向が高い。 

・ 業界に関しては、現状の必要な技術・知識そのものの中身を紹介するよりも、今後求

められる技術・知識の方向を示すと同時にその背景、あるいは発展の歴史が紹介され

る傾向が高い。 

・ 必要な専門知識に関連付け、その知識の内容を浮き彫りにしつつ、仕事内容や業界の

展開・構造を紹介する記事は少ない。 

 

産業界と大学の学びの両者を関連づけて示していくことは、大変有効かつ重要と思われる。 

その問題意識で協力会社学情の協力も得て、次のようなコンテンツを作成した。 

 

1.機械 

・自動車・機器 Ｎ社 

・宇宙 Ｃ社 

2.電気電子 

・重電 Ｋ社 

・カーナビ Ｐ社 

・印刷/カード Ｄ社 

・半導体 元富士通 

3.材料 

・鉄鋼 新日鉄株式会社 

・非鉄金属 三菱マテリアル株式会社 

・セラミクス Ｌ社 

4.化学 

・食品 味の素株式会社 

・食品 Ｍ社 

・製薬 アステラス・アムジェン・バイオファーマ株式会社 

・化学/フィルム Ｆ社 
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・化粧品 Ｓ社 

5.建設 

・大成建設株式会社 

・Ａ社 

・Ｇ社 

6.IT(ハード・ソフト、ネットアプリ、コンテンツ等) 

a情報システム(IS=インフォメーションシステム)、システムインテグレーター 

・株式会社NTTデータ 

b.ハードウエア／CE（コンピュータエンジニアリング）、組み込み系 

・Ｆ社 

・Ｃ社 

c.AI・ビッグデータ・データ解析／CS=コンピュータサイエンス 

・Ｍ社 

f.メディアプラットホーム 

・Ｍ社 

d.クラウドサービス／ミドルウェア 

・Ｓ社 

e.知識創出IT(インフォメーションテクノロジー)／コンテンツ 

・Ｗ社 

g.ソフトウエアエンジニアリング&コンテンツ／ゲーム・アプリ 

・ＣＲ社 

・ＣＮ社 

・ＢＳ社 

・Ｈ社 

・Ａ社 

・Ｉ社 

h.ITに関わるサービス業 

・Ｃ社 

・Ｗ社 

7.金融 

・生命保険 Ｓ社 

8.理系女子としての業務紹介 

・食品 Ｔ社 

・ITコンテンツ Ｉ社 

・研究機関 Ｊ研究所 

 

記事として完成させたコンテンツは、その後、大学やBOOKGUIDEなどの情報、写真、図版を整理し、

サイトページを順次始め、さらに、SNSも使い、中高生への周知の取組を行った。 
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◆非鉄金属業界例＜三菱マテリアル社の例＞    ◆学べる大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ◆ブックガイド          
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(イ)-2. 産業界で重要な専門分野に関して、大学等においてどのような内容の研究が行われてい

るのかを提示するコンテンツの検討・作成 

 

Ⅰ.産業界で重要な約150分野の研究のコンテンツ化の検討 

 

産業界で重要な専門分野に関して、大学等ではどのような内容の研究が行われているのか、さら

には、社会・産業界のどのような事業や業務や、その展開とつながりがあるのか等について理解で

きるようなコンテンツを分野ごとに検討し、作成した。 

 

 「業務で重要」と考えられた分野を中心に約 150 分野に渡って、平成 26年度調査結果のアンケ

ートデータを読み込み、適宜別の情報も収集し、所定の字数に当てはめて記事としてのコンテンツ

を作成した。その上で、中高生への啓発や周知のために活用する仮サイト画面を、一部作成した。 
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◆サイト画面 
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◆記入済みのアンケートと完成した記事コンテンツ例 

〜アンケートは、平成 26年度調査で、大学・研究者の産業界に関しての意向を聞くために取った

アンケートを活用。コンテンツ化への期待も高い。 

 

●アンケート例 
7806 創薬化学 管理番号 G1795 

東北次郎 

東北薬科大学 薬学部 分子薬化学教室 

●本アンケートは、本ページ右肩、および、ｐ5.7「科研費の細目」に該当する先生としてのご回

答をお願いしております。 
→ｐ5.7「科研費の細目」に該当しない場合、適する「科研費の細目」をお教えいただき、その細目に関して本アンケー

トをご回答ください。細目番号は下記の「日本学術振興会」のリストの 4桁でお答えください。〔    〕 
http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/data/h27/h27_koubo_08.pdf 

 

【以下の設問に対するご回答は、高校生向けに、先生ご自身をご紹介する形で掲載させて

いただきます】 
 

1.先生の「科研費の細目」の分野は、どのような学問分野でしょうか。その分野について、高校生

にも身近な具体的な現象や、関心を引くような研究テーマなどを盛り込むなどして、高校生にわか

るようにご説明ください。★★★ 

 

一言で言えば、くすり（医薬品）を創る（生み出す）ための基礎的な研究となります。直接、医薬品と

ならなくとも、医薬品を開発する上で、きっかけや足がかりとなる化合物の創製を目指した研究や疾病

の治療に効果的な医薬品を開発する際、生体内での標的となる分子（タンパク質、核酸等）の発見や評

価（アッセイ）系の開発などもこの分野の研究に含まれます。癌、アルツハイマーといった難病、さら

には糖尿病のような生活習慣病を含むすべての治療薬開発に関する基礎から応用研究までのほとんど

がこの分野に含まれるといっても言い過ぎではないと思います。 

 

 

2.先生の「科研費の細目」分野の最近の研究動向、トレンド的なテーマを教えてください。 

 

現在、海外では抗体医薬と呼ばれる医薬品が売り上げの上位品の多くを占めつつあります。これは病気

の原因となるタンパク質に対する抗体をつくり、この抗体をそのまま医薬品として使用するものです。

この抗体医薬に対し、タンパク質の設計図である核酸（DNA や RNA）に対して直接作用することで病気

の原因となるタンパク質の合成を抑えて病気の治療を行う核酸医薬が注目されています。すでに実用化

されている核酸医薬も存在しますが、抗体医薬のような大きなうねりとなるには、核酸医薬にはまだ解

決すべき問題が数多く残されています。核酸医薬は次世代の医薬品として大きな期待が寄せられてお

り、多くの研究者が実用的な核酸医薬の開発のため日夜研究を行っています。ちなみに遺伝子治療も広

い意味では核酸医薬に含まれます。また、最近ソホスブビルという医薬品が上市されましたが、これは

C 型肝炎に対する治療薬で高い治療効果を有することが示されています。この医薬品はヌクレオシドを

ベースとした化合物で、やはり核酸に関連した注目の医薬品ということができます。 

 

 

3-①.先生が研究対象としてきた学問領域（先生が称されている学問名・分野名など）をお教えく

ださい。 

 

医薬品化学、有機化学（特にヌクレオシド・ヌクレオチドの合成化学） 

 

 

3-②.先生が「特に追求しているテーマ」は何でしょうか。それはどう社会につながりますか。 

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/03_keikaku/data/h27/h27_koubo_08.pdf
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結果が出ると、どのような進展が生まれるのでしょうか。ゆくゆくは社会に対してどういう変化を

生み出せる研究でしょうか。（「医療の発展に貢献する」といった抽象的ではない説明をお願いしま

す） 

 

私の研究室では、新しい生理活性を有する化合物のデザインと合成に関する研究を行っています（一般

的にこのような研究は医薬品化学と呼ばれています）。その中心にあるのが、核酸の構成成分であるヌ

クレオシドの合成化学と医薬品化学です。ヌクレオシドと構造が似た化合物には、生体内でヌクレオシ

ドと間違われることで癌やウィルスに対して有効な活性を示すものが数多く知られており、実際臨床の

場で医薬品として使用されているものもかなりあります。このような新しいヌクレオシド誘導体を、期

待される生物活性を目指してデザインし、さらに工夫を重ねて合成を行っています。得られた化合物の

生物活性評価を通じ、より優れた活性を有する化合物のデザインと合成につなげていき、ゆくゆくは医

薬品の素となる化合物を自分たちの研究室から見出すことを目標としています。また、構造的に新しい

ヌクレオシドを組み込んだ DNAや RNAは、これまで核酸医薬の実現を阻んできた問題を解決できる可能

性を秘めています。自分たちが合成したヌクレオシド誘導体を核酸医薬の構成素子として利用すること

も考えています。生物活性評価や核酸医薬の設計・合成については、自分たちの研究室だけでは対応が

難しいので共同研究の形で行っています。このような研究を通じて、新たな医薬品の創製に貢献するこ

とが研究室の究極の目標となっています。 

 

 

4.先生のゼミや研究室の卒業生は、どんな業種、職種で、どんな業務をされている方が多いですか。

一般的な傾向に加えて、活躍されている卒業生の業務内容を極力具体的にお教え下さい。その際、

1や 3で書かれた分野をどう活かし、どんなものを生み出しているかなどもお書きいただけますで

しょうか。(いくつかの例をお挙げください。) 

 
・一般的な傾向として 

 主な業種は→（ 製薬業界 医療機関、                  ） 

 主な職種は→（ 研究員、ＭＲ、薬剤師（薬学部なので）、           ） 

 業務の特徴は→（ 製剤研究、品質管理、医薬情報担当           ） 

 

・卒業生の具体的な業務（分野を活かしている点など） 

→卒業生は幅広い化学の知識とスキルを有していますので、その経験を、主にジェネリックメーカーでの製

剤研究や品質管理業務に生かしています。また、コンタクトレンズメーカーで研究開発を行っている卒業生

もいます。 

 

 

5.意欲的な高校生が、先生の分野に類するテーマを、高校生レベルの知識で取り組んでみるとした

ら、どんなテーマが考えられますか。 
 

 

6-1.上記 1～5 で記入された「科研費の細目」や先生が研究する学問領域やテーマに高校生に

関心を持ってもらうために、高校生にも手に入れられる新書・文庫等として、どんな本が

ありますか。★★★ 

※専門書は避けていただき、高校生でも入手できる廉価な本、手軽な本(漫画等でも結構です)をお願い

します。 

書籍名 エイズ治療薬を発見した男 満屋裕明（文春文庫） 

著者 堀田佳男 

※先生がご執筆の本で、対象となる本がございましたら、ぜひご紹介ください。 

 

①本の内容や、高校生に読んでほしい観点など、簡単にご紹介ください。（200-300 文字程度）★

★★ 

エイズの原因ウィルスである HIVが発見されて間もない時代に HIVを相手に治療薬発見に果敢に挑んだ

満屋先生の伝記的ノンフィクションです。世界で初めてのエイズ治療薬は、当時アメリカ国立ガン研究
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所に勤務していた 1人の日本人によって見出されたものであることを知ってください。危険を顧みず研

究にかける情熱は同書の中で野口英世と対比されていますが、優れた研究を成し遂げた人達に少なから

ず共通する部分でもあると思います。また、医薬品開発に必要なプロセス（例えば臨床試験と呼ばれる

人体実験）、特許をめぐる争いなど医薬品開発の裏側を知ることができ、高校生にも読みやすい作品だ

と思います。 

 

②1～5で記入された「学問領域」(科研費の細目)は、「本の内容」と、どのように関係しています

か。また、その学問領域(科研費の細目)は、どのように紹介されていますか。（200-300文字程度）

★★★ 

 

現代の創薬研究では、対象となる疾病の標的分子の特定とその評価（アッセイ）系の確立がなされて初

めて本格的な探索研究を行うことができます。当時まだ原因ウィルスが発見されたばかりのエイズに対

し、満屋先生は、自身の大学時代を含むそれまでの経験をフルに活用してまだ誰も成功していなかった

HIV に対するアッセイ系を確立していきます。そして、一度アッセイ系が確立されるとその系が独創的

であればあるほど優れた成果が次々と出てくることになります。まさに、そういった創薬化学の醍醐味

ともいうべきプロセスを含むストーリ-が同書では描かれています。 

 

6-2.ほかに、学問に関連する本や、その他の勧めたい本をご紹介ください。映画、TV番組、漫画、ゲー

ム、サイト等でも構いません。本の場合は、高校生が入手可能な廉価なもの（新書、文庫本）をお願い

します。★★★ 

 書名・作品名 著者・作者 推薦理由（本から知ることができる点など） ※1 

1 分子レベルで見

た薬の働き 第 2

版（ブルーバック

ス） 

平山 令明 大学生レベルの内容ではあるが、薬の作用について基礎的な部

分から解説されており、さらにそのカバーする範囲も幅広く、

基礎から高度なレベルまで広範な知識を得るには適している。 

 

○ 

※１：先生が「研究する学問領域」に関連する場合はここに○をいれてください。 

 

◎以下「学問・研究テーマに関する大学など」についての質問は、 

先生のご紹介とは、別のページで、データとして、示して行く予定です。 

★「先生のテーマや学問領域への誘い」として、応えられる範囲で、お答え下さい。 

 

7.下記は、文部科学省がまとめました「科研費細目別採択件数上位 10 機関（過去５年の新規採択の累

計数）です。 

 
 

7-①.上記の大学以外に、上記科研費の細目の分野や、その他の類似する学問・研究テーマにおいて、

特色やユニークさを有している大学・学部・学科があれば、お教えください。★★★ 

※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、p２でお書きになった先生の「科研費細目」に関して、私立大学や

地方の国立大学について、特色やユニークさを有している大学をお書きください。 

 
大学 

学部・学科 

（研究科・専攻、研究所名等） 

分野名や 

テーマ名等 

特色 (学ぶ上で秀でた点＜学問としての特色やユニ

ークさ、教育の丁寧さ等>) 

1 名古屋大学

大学院 

創薬科学研究科・基盤創

薬学専攻 

 薬を創るための基礎研究を中心に学科が構成さ

れ、化学合成だけでなく、病気の原因（標的）の

研究やその標的を分子レベルで研究する研究室

細目名 順位 研究機関
新規採択累

計数

1 東京医科歯科大学 17.5
2 東京大学 17.0
3 熊本大学 14.0
4 北海道大学 13.0
5 京都大学 10.5
6 徳島大学 9.0
6 名古屋市立大学 9.0
6 東京薬科大学 9.0
9 北里大学 8.5

10 大阪大学 8.0
10 九州大学 8.0
10 東北薬科大学 8.0

創薬化学



174 

 

なども配されています。 

 

 

7-②.上記の上位大学の中で、特に先生がお勧めしたい大学・学部・学科があれば、書きください。 
※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、先生の「科研費細目」に関して、①に挙げた大学以外で、お書きく

ださい。 
 

大学 
学部・学科 

（研究科・専攻、研究所名等） 

分野名や 

テーマ名等 

特色 (学ぶ上で秀でた点＜学問としての特色やユニ

ークさ、教育の丁寧さ等>) 

1 北海道大学 薬学研究院・創薬科学研

究教育センター 

 基礎研究から得られた疾患（特に難治性疾患）タ

ーゲットに対する低分子化合物のスクリーニン

グを進めると同時に抗体医薬や核酸医薬等のバ

イオ医薬の開発にも取り組んでいる。さらに、次

世代の創薬研究を担う若手・女性研究者の育成お

よび学士・大学院教育に取り組み、総合的な創薬

拠点へと発展することを目指している。 

 

8. 設問 7 の「科研費の細目」分野や、そこで先生が「追求しているテーマと類似するテーマ」を研究

されている先生をお教え下さい。★★★ 

・「若手・40代・50代」の先生（現在の高校生が直接学べることを想定）を中心にあげていただけます

か。 

・所属情報はわかる範囲で結構です。その方の研究テーマ、特色、評価するポイントもお書きください。 
※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、先生の「科研費細目」に関してお書きください。 

 

  
氏名 

所属（大学名、研究所

名等） 
研究テーマ等 特色、評価するポイント 

若

手 

・ 

40

代 

・ 

50 

代 

1 阿部 洋 教

授（若手） 

名古屋大学大学院 理

学研究科・物質理学専

攻・生物化学研究室 

細 胞 内 現 象 解

析・制御を目指

した新規分子の

デザインと考案 

化学的な視点から独自の手法で生命科学研

究を展開しており、その成果を医薬や診断

技術（RNA イメージング）に応用すること

を目指している。 

2 市川 聡 教

授（40代） 

北海道大学大学院薬学

研究院・創薬科学研究

教育センター・有機合

成医薬学部門 

生理活性天然物

の合成研究と創

薬への展開 

天然物は創薬研究を行う上で優れたリード

化合物であるが多くの場合、複雑な構造を

有している。活性や機能を保持したまま構

造の単純化を計り、より多彩な誘導体の合

成とその応用研究を行っている。 

3 南 川  典 昭 

教授（50代） 

徳島大学・薬学部・医

薬資源学講座・生物有

機化学研究室 

有機化合物や化

学的手法を用い

た生体機能の理

解と制御 

DNA や RNA を創薬標的として、これらの機

能制御を核酸（医薬）で行うことを目標と

している。有機化学を基盤としたヌクレオ

シドユニットの合成とその導入による人工

核酸の設計と合成に関する研究を行ってい

る。 

4 永次 史 教

授（50代） 

東北大学・多元物質科

学研究所・生命機能分

子合成化学研究分野 

次世代核酸医薬

の開発 

次世代核酸医薬の開発を目指し、標的とす

る DNA・RNAに対して選択的に反応し架橋形

成を行う核酸の開発を行っている。 

5 和 田  健 彦 

教授（50代） 

東北大学・多元物質科

学研究所・生命機能制

御物質化学研究分野 

次世代インテリ

ジェント型ナノ

バイオ機能材料

の開発 

DNA や RNA などの核酸、そしてタンパク質

など生体高分子の、次世代インテリジェン

ト型ナノバイオ機能材料への応用を目指

し、外部刺激に応答して機能発現の on-off
制御が可能な人工核酸の創成に取り組んで

いる。 

重

鎮 

1 佐々木 茂貴 

教授 

九州大学大学院薬学研

究院・生物有機合成化

学分野 

インテリジェン

ト人工核酸を用

いた革新的創薬

研究 

病気の原因になる可能性がある遺伝子に入

った「傷」に特異的に結合する分子（機能

性人工核酸）を開発し、遺伝情報を正確に

「読みとれる」分子の化学的研究を行って

いる。 

2 松田 彰 特

任教授 

北海道大学大学院薬学

研究院・創薬科学研究

教育センター 

核酸創薬 ヌクレオシドレベルから高分子核酸まで幅

広い化合物を利用し次世代医薬開発の基礎

及び応用研究を行っている。 

 



175 

 

9. 設問 7の「科研費の細目」分野や、類似する学問・研究テーマを学べる海外の大学・学部・学科
があれば、お教えください。＜海外の大学に進学しようとする高校生も増えています。特に有名でない、入りやす

いが、学べる大学など＞ 

※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、先生の「科研費細目」に関してお書きください。 

 
大学 

学部・学科 

（研究科・専攻、研究所名等） 

分野名や 

テーマ名等 

特色 (学問や研究としての特色やユニークさ、教育

の丁寧さ等) 

1     

 

2     

 

3     

 

 

10. 設問 7の「科研費の細目」分野や先生の学問領域や、類似する学問・研究テーマを活かせる企業、

または、それらに関連する製品やサービスを提供している企業があれば、お教えください。 
※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、先生の「科研費細目」に関してお書きください。 

 
企業名 

特色 (どのような製品やサービスを提供しているか、学問領域がどの

ように生かされているか等) 

1   

 

2   

 

 

11.先生のご所属の大学・学部・学科での、先生の学問を含め、設問 7の「科研費の細目」分野の特

色（細かい分野の傾向、指導の特色など）をお書きください。（高校生に PRする形でお書きいただいて

も構いません。） 
※上記の細目分野に該当しない場合は、ここでは、先生の「科研費細目」に関してお書きください。 

 
本学での創薬研究推進にあたり、文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤形成事業」に応募し、「アンメット・

メディカル・ニーズに応える創薬基盤研究の推進および臨床応用への展開」に関する研究プロジェクトが採

択されました。）。“アンメット・メディカル・ニーズ”とは、いまだ有効な治療薬/治療法のない医療ニーズ

のことで、この領域に含まれる疾患に対する治療薬/治療法の開発は、最も社会的要請の強い研究課題の一つ

です。本プロジェクトのため複数の研究室から「創薬研究センター」が組織され、平成 27年度から 5 年間の

計画でプロジェクトが進行しています。私の研究室も本プロジェクトに参加しており、ヌクレオシド誘導体

の合成を中心に新規がん分子標的薬の開発研究を行っています。 

 

 

 

 

●完成した記事コンテンツ 

 
7806 創薬化学 管理番号 G1795 

3.どんなことを研究していますか 

タイトル 

DNA に直接作用し治療する～次世代の注目医薬品＝核酸医薬にとりくむ 

本文 1 

私の研究室では、核酸医薬と呼ばれる新しい薬の合成に関する研究を行っています。現在、抗体医薬

と呼ばれる医薬品が主流です。これに対し、DNAに対して直接作用することでより根本治療になるもの

として、核酸医薬が注目されています。核酸の構成成分はヌクレオシドと呼ばれるもので、生体内に

も構造の似たものがありますが、これを私たちは医薬品化学の力で合成しようとしています。合成し

た新しいヌクレオシド誘導体を、ガンやウイルスに対して期待される有効な活性をめざして、デザイ

ンし、さらに工夫を重ねて合成を行っています。ゆくゆくは医薬品の素となる化合物を、自分たちの

研究室から見出すことを目標としています。 



176 

 

小見出し 

核酸医薬の実現を阻んできた、さまざまな問題を解決する可能性 

本文 2 

このように、核酸医薬は次世代の医薬品として大きな期待が寄せられており、多くの研究者が実用的

な核酸医薬の開発のため日夜研究を行っています。ちなみに遺伝子治療も広い意味では、核酸医薬に

含まれます。構造的に新しいヌクレオシドを組み込んだ DNA や RNA は、これまで核酸医薬の実現を阻

んできた問題を解決できる可能性を秘めています。私たちが合成したヌクレオシド誘導体を、核酸医

薬の構成素子として利用することも考えています。このような研究を通じて、新たな医薬品の創製に

貢献することが、私たちの究極の目標となっています。 

 

4.OBはどんなところに就職しましたか 

●一般的な傾向として 

主な業種は→医療機関、製薬業界 

主な職種は→薬剤師（薬学部なので）、研究員、ＭＲ 

業務の特徴は→製剤研究、品質管理、医薬情報担当 

●分野を活かしている点は？ 

卒業生は幅広い化学の知識とスキルを有していますので、その経験を、主にジェネリックメーカーで

の製剤研究や品質管理業務に生かしています。また、コンタクトレンズメーカーで研究開発を行って

いる卒業生もいます。 

 

6.大学の特徴 

本学での創薬研究推進にあたり、文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤形成事業」に応募し、「アン

メット・メディカル・ニーズに応える創薬基盤研究の推進および臨床応用への展開」に関する研究プ

ロジェクトが採択されました。“アンメット・メディカル・ニーズ”とは、いまだ有効な治療薬／治

療法のない医療ニーズのことで、この領域に含まれる疾患に対する治療薬／治療法の開発は、最も社

会的要請の強い研究課題の一つです。本プロジェクトのため複数の研究室から「創薬研究センター」

が組織され、平成 27年度から 5年間の計画でプロジェクトが進行しています。私の研究室も本プロジ

ェクトに参加しており、ヌクレオシド誘導体の合成を中心に新規がん分子標的薬の開発研究を行って

います。 

 

7.先生からのメッセージ 

高校生のみなさんに『エイズ治療薬を発見した男 満屋裕明』（文春文庫）をぜひ読んでいただきたい

と思います。この本は、エイズの原因ウィルスである HIV が発見されて間もない時代に HIV を相手に

治療薬発見に果敢に挑んだ、満屋先生の伝記的ノンフィクションです。世界で初めてのエイズ治療薬

は、当時アメリカ国立ガン研究所に勤務していた 1 人の日本人によって見出されたものであることを

知ってください。危険を顧みず研究にかける情熱は、同書の中で野口英世と対比されていますが、優

れた研究を成し遂げた人たちに少なからず共通する部分でもあると思います。また、医薬品開発に必

要なプロセス（例えば臨床試験と呼ばれる人体実験）、特許をめぐる争いなど医薬品開発の裏側を知る

ことができ、高校生にも読みやすい作品だと思います。 
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●業務で重要で、コンテンツ記事化作業をした分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

系 分野 分科 細目

総合系 情報学 情報学基礎 1001:情報学基礎理論

1003:統計科学

計算基盤 1101:計算機システム

1103:情報ネットワーク

1104:マルチメディア・データベース

1106:情報セキュリティ

人間情報学 1201:認知科学

1202:知覚情報処理

1203:ヒューマンインタフェース・イン

タラクション

1204:知能情報学

1205:ソフトコンピューティング

1206:知能ロボティクス

1207:感性情報学

情報学フロンティア 1301:生命・健康・医療情報学

1302:ウェブ情報学・サービス情報学

1303:図書館情報学・人文社会情報学

1304:学習支援システム

1305:エンタテインメント・ゲーム情報学

環境学 環境解析学 1401:環境動態解析

1402:放射線・化学物質影響科学

1403:環境影響評価

環境保全学 1501:環境技術・環境負荷低減

1502:環境モデリング・保全修復技術

1503:環境材料・リサイクル

1504:環境リスク制御・評価

複合領域 デザイン学 1651:デザイン学

生活科学 1701:家政・生活学一般

1702:衣・住生活学

1703:食生活学

人間医工学 2301:生体医工学・生体材料学

2302:医用システム

2304:リハビリテーション科学・福祉工学

子ども学 2451:子ども学（子ども環境学）

人文社 地域研究 2701:地域研究

ジェンダー 2801:ジェンダー

観光学 2851:観光学

社会科学 法学 3601:基礎法学

3603:国際法学

3604:社会法学

3605:刑事法学

3606:民事法学

3607:新領域法学

経済学 3801:理論経済学

3802:経済学説・経済思想

3803:経済統計

3804:経済政策

3805:財政・公共経済

3806:金融・ファイナンス

3807:経済史

経営学 3901:経営学

3902:商学

3903:会計学

社会学 4001:社会学

4002:社会福祉学

教育学 4201:教育学

4202:教育社会学

4203:教科教育学

4204:特別支援教育

総合人文社会

系 分野 分科 細目

理工系 総合理工 ナノ・マイクロ科学 4301:ナノ構造化学

4302:ナノ構造物理

4303:ナノ材料化学

4304:ナノ材料工学

4306:ナノマイクロシステム

応用物理学 4401:応用物性

4403:薄膜・表面界面物性

4404:光工学・光量子科学

4405:プラズマエレクトロニクス

4406:応用物理学一般

計算科学 4601:計算科学

数物系科学 物理学 4901:素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理

4902:物性Ⅰ

4903:物性Ⅱ

4904:数理物理・物性基礎

4905:原子・分子・量子エレクトロニクス

4906:生物物理・化学物理・ソフトマターの物理

化学 基礎化学 5201:物理化学

5202:有機化学

5203:無機化学

複合化学 5301:機能物性化学

5302:合成化学

5303:高分子化学

5304:分析化学

5305:生体関連化学

5306:グリーン・環境化学

材料化学 5401:有機材料・ハイブリッド材料

5402:高分子・繊維材料

5403:無機工業材料

5404:デバイス関連化学

理工系 工学 機械工学 5501:機械材料・材料力学

5502:生産工学・加工学

5503:設計工学・機械機能要素・トライボロジー

5504:流体工学

5505:熱工学

5506:機械力学・制御

5507:知能機械学・機械システム

電気電子工学 5601:電力工学・電力変換・電気機器

5602:電子・電気材料工学

5603:電子デバイス・機器

5604:通信・ネットワーク工学

5605:計測工学

5606:制御・システム工学

土木工学 5701:土木材料・施工・建築マネジメント

5702:構造工学・地震工学等・維持管理工学

5703:地盤工学

5704:水工学

5705:土木計画学・交通工学

5706:土木環境システム

建築学 5801:建築構造・材料

5802:建築環境・設備

5803:都市計画・建築計画

5804:建築史・意匠

材料工学 5901:金属物性・材料

5902:無機材料・物性

5903:複合材料・表界面工学

5904:構造・機能材料

5905:材料加工・組織制御工学 

5906:金属・資源生産工学

プロセス・化学工学 6001:化工物性・移動操作・単位操作

6002:反応工学・プロセスシステム

6003:触媒・資源化学プロセス

6004:生物機能・バイオプロセス

総合工学 6101:航空宇宙工学

6102:船舶海洋工学

6103:地球・資源システム工学

6104:核融合学

6105:原子力学

6106:エネルギー学
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系 分野 分科 細目

生物系 総合生物 腫瘍学 6401:腫瘍生物学

6403:腫瘍治療学

ゲノム科学 6501:ゲノム生物学

6502:ゲノム医科学

生物系 生物学 生物科学 6701:分子生物学

6702:構造生物化学

6703:機能生物化学

6704:生物物理学

6705:細胞生物学

6706:発生生物学

農学 農芸化学 7101:植物栄養学・土壌学

7102:応用微生物学

7103:応用生物化学

7104:生物有機化学

7105:食品科学

水圏応用科学 7301:水圏生産科学

7302:水圏生命科学

医歯薬学 薬学 7801:化学系薬学

7802:物理系薬学

7803:生物系薬学

7804:薬理系薬学

7806:創薬化学

7807:環境・衛生系薬学

7808:医療系薬学

基礎医学 7911:細菌学（含真菌学）

7913:免疫学

看護学 8501:基礎看護学
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Ⅱ. 若手注目研究者による、研究に至る過程やきっかけとなる本も含めて研究を提示 

 

文部科学大臣表彰や内閣府NEXT、日本学術振興会賞受賞等の成果を上げた若手研究者に、その研

究成果とともに、そこに至った過程、導入・きっかけとしての本などを挙げていただいた。 

産業界で重要となる優先的分野も多く、啓発コンテンツとして若年層に理工分野の研究への関心

を促すことを目指した。 
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◆「ニューリーダーからの 1 冊」掲載者 

 

氏名 大学名 専門分野 

深津武馬 筑波大学 進化生物学 

谷口正輝 大阪大学 1 分子科学 

末次志郎 奈良先端大学院大学 細胞生物学 

北垣浩志 佐賀大学 発酵工学 

西川義文 帯広畜産大学 感染症学 

木村勇気 北海道大学 ナノ領域化学 惑星・天文学 

原祐二 和歌山大学 地理学 景観生態学 

川合伸幸 名古屋大学 比較認知科学 

御手洗容子 物質・材料研究機構 金属工学 

由井樹人 新潟大学 光化学 

仙石慎太郎 東京工業大学 科学・技術経営 

竹村俊彦 九州大学 大気環境学 

勝又悦子 同志社大学 ユダヤ学 

村田次郎 立教大学 素粒子・原子核物理学 

石井優 大阪大学 臨床免疫学 

児玉大輔 日本大学 化学工学 

小森雅晴 京都大学 ロボティクス 

中野貴由 大阪大学 生体材料学 

平野哲文 上智大学 原子核物理学 

粟辻安浩 京都工芸繊維大学 光情報工学 

吉田直紀 東京大学 宇宙論 

村松里衣子 大阪大学 神経化学 

沓掛展之 総合研究大学院大学 動物行動学 

石渕久生 大阪府立大学 計算知能 

三坂巧 東京大学 食品科学 

若林克法 関西学院大学 ナノサイエンス理論 

渡辺正夫 東北大学 植物生殖遺伝学 

木村剛 大阪大学 物性科学 

田中雅明 東京大学 電子材料物性 

藤田恭之 北海道大学 分子腫瘍学 

羽澄昌史 総合研究大学院大学 素粒子物理実験 

平井宏和 群馬大学 神経科学 

松沢厚 東北大学 細胞内シグナル伝達 

福田祐仁 量子科学技術研究開発機構  量子ビーム科学 

湯浅新治 産業技術総合研究所 固体物理 

西林仁昭 東京大学 有機金属化学 

井上克枝 山梨大学 血栓止血学 

清末優子 理化学研究所 細胞生物学 

梅崎昌裕 東京大学 人類生態学 
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(イ)-3. 情報技術分野における先端研究紹介のためのコンテンツの検討 

 

現在、産業ニーズがとりわけ高いのは、情報技術関連分野である。特に2016年度後半からは、産

業競争力会議等、政府の議論に端を発しての、初中等教育でのプログラミング教育必修化や人工知

能、データサイエンティストへの注目も加速しており、この分野への中高生の興味・関心の喚起は

とりわけ重要と考えられる。 

そこで、情報技術関連の詳細分野に対して、網羅的に研究・開発への興味・関心を喚起するため

に、先端的な研究や注目分野に関する解説、研究の現状を示すコンテンツの作成を行い、さらに現

在の研究動向から今後の展望についての記事の作成も行った。 

 

具体的には、次のような方法を取り、その紹介コンテンツの検討を進めた。 

 

・1.「a.アンケート系調査」で行った専門知識分野の分類案検討の中で、とりわけ情報技術分野

に関しては、そこで小分野と称していた詳細分野も「科学研究費補助金の分類」として示され

ているキーワードも参考にしつつ、策定を行った。 

 

  



182 

 

●情報（学）分野の分類表 

  

中分類
番号 中分類

小分類
番号 小分類

詳細分類

番号5ケタ 詳細分類

10701 計算機アーキテクチャ

10702 回路とシステム

10703 ＬＳＩ設計技術

10704 リコンフィギャラブルシステム

10705 高信頼アーキテクチャ

10706 低消費電力技術

10707 ハード・ソフト協調設計

10708 組み込みシステム
108 基本ソフト(オペレーティングシステ

ム<OS>、組込みソフト等)
10801 オペレーティングシステム

10901 並列・分散処理

10902 高信頼システム

10903 仮想化技術（SDN, NFV, SDS等）

10904 クラウドコンピューティング基盤

10905 開発環境

10906 開発管理

11001 パソコン

11002 スマホ・タブレット上

11003 携帯電話上

11004 スマートテレビ上

11101 プログラミング言語

11102 プログラミング理論

11103 プログラミング言語処理系・コンパイラ

11104 仕様記述・検証

11105 ソフトウエア工学

11201 スマートフォン・タブレット

11202 ウエアラブル機器
18 11301 通信方式（無線、光等）

11302 変復調、アンテナ

11303 信号処理

11304 情報理論、符号理論

11411 ネットワークアーキテクチャ（情報指向ネットワーク等）

11412 ネットワークプロトコル

11413 トラフィックエンジニアリング

11414 ネットワーク構成・運用・管理・評価技術

11421 モバイルネットワーク

11422 インターネット

11423 センサーネットワーク

11424 マルチメディア通信

11425 M2M/IoT

11426 サービス構築基盤技術

11427 情報家電システム/ホームネットワーク

11501 データモデル

11502 関係データベース

11503 データベース管理システム

11504 情報検索・マイニング

11505 構造化文書

11506 コンテンツ流通・管理

11507 地理情報システム

11508 メタデータ

11509 ビッグデータ分析・活用

11510 マルチメディアデータベース

11601 マルチメディア情報獲得

11602 マルチメディア情報処理

11603 マルチメディア情報表現

11604 マルチメディア情報生成

11711 暗号

11712 認証

情報／IT-ネットワー
ク・データベース・セ
キュリティ等基盤系

115 データ管理・データベース

116 マルチメディア情報処理、情報生
成

117-1 情報セキュリティ基礎

112 端末システム(スマートフォン、ウ
エアラブル機器等)

113 通信工学(通信方式《無線、光
等》、信号処理、変復調等)

114-1 ネットワーク基礎

114-2 情報ネットワーク（応用系）

17 情報／IT-ハード・ソフ
ト・アプリ基盤系

107 計算機システム(アーキテクチャ、
回路とシステム、LSI設計、組込み
ハード等)

109 ミドルウェア(並列分散、仮想化、
クラウド基盤等)

110 応用ソフト・アプリケーション(ネット
アプリ、業務ソフト等)

111 ソフトウエア基礎(プログラミング、
仕様記述、ソフトウエア工学等)
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中分類
番号 中分類

小分類
番号 小分類

詳細分類

番号5ケタ 詳細分類

11721 アクセス制御

11722 個人識別・バイオメトリクス

11723 セキュリティ評価・監査

11724 マルウェア・ウィルス対策

11725 不正アクセス対策

11726 ソフトウェア保護

11727 プライバシー保護

11728 情報フィルタリング

11729 ディジタルフォレンジクス

11730 ファイアウォール

11731 耐タンパー技術
19 11811 探索・論理・推論アルゴリズム

11812 機械学習・ニューラルネットワーク

11813 遺伝アルゴリズム

11814 自然言語処理

11815 知識発見とデータマイニング

11816 オントロジー

11817 計算論的学習理論

11821 知識ベ一スシステム

11822 知的システムアーキテクチャ

11823 知能情報処理

11824 ヒューマンエージェントインタラクション

11825 マルチエージェントシステム

11901 知能ロボット

11902 行動環境認識

11903 モーションプランニング

11904 感覚行動システム

11905 自律システム

11906 ディジタルヒューマンモデル

11907 実世界情報処理

11908 物理エージェント

12001 パターン認識（理論・基礎）

12002 画像認識・解析

12003 画像情報・圧縮・符号化

12004 コンピュータビジョン

12005 コンピュータグラフィクス（CG）

12006 コンピュテーショナルフォトグラフィ

12007 人間計測

12008 知的映像編集

12009 視覚メディア処理

12010 画像データベース

12101 音声/音楽認識・合成

12102 音声/音楽情報・圧縮・符号化

12103 音響情報処理

12104 音声音響データベース

12201 情報センシング

12202 知覚情報

12203 センサ融合・統合

12204 センシングデバイス

12205 接触センシング処理

12301 HCI（ヒューマンコンピュータインタラクション）・ユーザビリティ

12302 マルチモーダル

12303 ＣＳＣＷ・グループウエア

12304 VR（仮想現実感）・AR（拡張現実感）

12305 臨場感コミュニケーション

12306 ウェアラブル機器

12307 アクセシビリティ

情報／IT-人工知能
/HCI系

123 ヒューマンインターフェース・イン
ターラクション、グループウェア

120 画像処理(CG、画像認識等)

121 音声/音楽処理(音声/音楽認識・
合成等)

122 情報センシング(知覚情報等)

117-2 情報セキュリティ応用

118-1 知識探査・発見/機械学習

118-2 知識処理

119 知能ロボティクス(自律システム・
ディジタルヒューマンモデル等)
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中分類
番号 中分類

小分類
番号 小分類

詳細分類

番号5ケタ 詳細分類

12401 感性デザイン

12402 感性表現

12403 感性心理

12404 感性環境

12405 感性経営

12406 感性と脳

12501 音楽インターフェース

12502 演奏支援

12503 VR（仮想現実感）・AR（拡張現実感）

12504 ゲーム

12505 ネットワークエンタテインメント

12506 メディアアート・インタラクティブアート

12507 デジタルミュージアム・ヴァーチャルミュージアム

12508 体験モデル

12509 エンタテインメント評価

12510 エンタテインメントの社会応用

12601 数理計画法
12602 最適化理論

12603 数理ファイナンス

12604 数理システム理論

12605 システム制御理論

12606 システムモデリング

12607 システムシミュレーション

12608 組み合わせ最適化

12609 待ち行列論

12701 多変量解析

12702 時系列解析

12703 統計的パターン認識

12704 統計計算・コンピュータ支援統計

12705 統計的予測・制御

12706 統計モデル化・選択

12707 医薬生物・ゲノム統計解析

12708 トレンド予測・分析

12709 行動計量分析

12710 統計的品質管理

12711 データ解析

12712 統計的学習理論

12713 仮説検定

12714 統計教育

12801 並列処理

12802 数値解析

12803 シミュレーション

12804 HPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）

12805 可視化

12806 高速画像処理

12807 高性能計算アプリケーション

12808 グリッドコンピューティング

12901 ファジィ理論

12902 カオス

12903 フラクタル

12904 複雑系・スケールフリー

12905 確率的情報処理

13001 オートマトン理論

13002 形式言語・プログラム理論

13003 計算理論・計算量理論

13004 量子計算理論

13101 情報理論

13102 符号理論

13201 アルゴリズム理論

13202 アルゴリズムとデータ構造

21 情報／IT-原理（言
語・アルゴリズム等）

130 オートマトン・形式言語理論、計算
(量)理論

131 情報理論・符号理論

132 アルゴリズム

20 情報／IT-数理・計算
系

126 オペレーションズリサーチ(OR) (数
理計画法、組合せ最適化等)

127 統計学応用・統計科学(多変量、ト
レンド予測・分析、社会調査等)

128 高性能計算(並列処理、数値解
析、シミュレーション、HPC＝ハイ
パフォーマンスコンピューティング
等)

129 数理モデル(複雑系、カオス、フラ
クタル、スケールフリー等)

124 感性情報処理(感性<デザイン・表
現・心理・脳・環境・経営>学等)

125 エンターテインメント、ゲーム学(メ
ディアアート、3D、音楽、ネット
ゲーム、デジタルミュージアム等)
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中分類
番号 中分類

小分類
番号 小分類

詳細分類
番号5ケタ 詳細分類

13301 ウェブシステム（HTML, CGI, XML等）

13302 セマンティックウェブ

13303 推薦システム

13304 ウェブサービス

13305 ウェブマイニング

13306 ウェブインテリジェンス

13307 SNS、ソーシャルメディア

13308 ソーシャルネットワーク分析

13309 ウェブコミュニケーション（WebRTC等）

13401 図書館学

13402 ディジタルアーカイブズ

13403 情報組織化

13404 情報検索

13405 情報メディア

13406 計量情報学・科学計量学

13407 情報資源の構築・管理

13408 DLS、図書館情報システム、ディジタルアーカイブズ

13409 情報倫理

13410 メディア環境

13411 文学情報

13412 歴史情報

13413 情報社会学

13414 法律情報

13415 情報経済学

13416 経営情報

13417 教育情報

13418 芸術情報

13419 医療情報

13420 科学技術情報

13421 知的財産管理

13422 地理情報

13423 地域情報化

13501 メディアリテラシー・教育

13502 学習メディア

13503 学習コンテンツ開発支援

13504 学習管理システム

13505 知的学習支援システム

13506 遠隔学習教育、ｅラーニング

13507 学習支援システム

13508 学習支援システム運用・評価
136 情報デザイン(メディア、コンテン

ツ、インターフェイス等)
13601

1 機械 011 メカトロニクス・ロボティクス 01101
3 電気・電子(電力、電

気機器、回路系）

019 デジタル回路、LSI(FPGA等)
01901

025 計測工学(光計測を含む) 02501
026 制御工学 02601
027 システム工学 02701

08801 車載システム・ネットワーク

08802 自動運転

08803 安全運転支援

08804 車車間通信・路車間通信
30 182 18201 バイオインフォマティクス

18202 ゲノム情報処理

18203 プロテオーム情報処理

18204 生命情報処理

18205 ニューロインフォマティクス

18206 脳型情報処理

18207 人工生命システム

バイオインフォマティクス・システ
ムゲノム学(遺伝子・タンパク質・
代謝ネットワークなど)

分子生物学/生体関
連化学、基礎生物学
系

5 電気・電子(計測・制
御・システム系)

13 土木・交通・農業土木 088 高度交通システム(ITS)

22 情報活用系（ウェブ、
SNS、アーカイブ、学
習・教育）

133 WEB情報学(SNS・セマンティック
WEB等)

134 図書館情報学、社会情報学(ディ
ジタルアーカイブ・情報資源管理
等)

135 学習システム、教育工学(メディ
ア・分散協調、カリキュラム・教授
法等)
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中分類
番号 中分類

小分類
番号 小分類

詳細分類
番号5ケタ 詳細分類

18208 生命分子計算

18209 ＤＮＡコンピュータ

18210 遺伝子ネットワーク
18211 蛋白質ネットワーク

18212 代謝ネットワーク

18213 発生分化

18214 合成生物学

18215 バイオデータベース

18216 モデル化とシミュレーション

18217 機能性RNA

18218 エピゲノム制御

18219 ゲノム生物工学

18220 遺伝子資源

21701 [医療情報学]

21702 [生体医工学]

21703 [医用システム]

14501 サービス工学

14502 サービスマネジメント

14503 サービス品質

14504 ビジネスモデル

14505 サービス指向アーキテクチャ

14506 知識マネジメント

14507 教育サービス

14508 医療・福祉サービス

14509 社会・環境サービス

14510
スマートコミュニティ＜医療・福祉、環境、エネル
ギー、安全…等＞

142 生産工学(生産モデリング、工程
設計等)

14201

143 安全工学、信頼性工学(リスクマネ
ジメント、規制等も含む)

14301

144 経営工学(ロジスティクス、品質管理、
プロジェクトマネジメント等も含む)

14401

14601 デリバティブ解析

14602 ポートフォリオ解析

14603 国際金融

14604 企業金融

14605 保険
151 社会工学(社会システム等)、政策

科学
15101

14111 進化・発達・教育・学習

14112 思考・推論・問題解決等

14113 感覚・知覚・感情・行動等

14114 認知心理学・比較認知心理学

14115 脳認知科学

14116 認知言語学

14117 認知工学・認知モデル
141-2 教育心理学 14120
141-3 実験心理学 14130
141-4 社会脳科学 14140
137 教科学習(教科外・生活・進路指導

等も含む)、科学・理科教育、特別
支援教育

13701

138 外国語教育(教授法、第二言語習
得、早期外国語教育)

13801

166 数理論理学、数学基礎論、情報数
理<基礎系>

16601

167 離散数学（組合せ最適化、グラフ
理論等）

16701

168 数理モデル(複雑系等)・数値解析、統
計数学・ゲーム理論・実験計画等

16801

23 教育・学校・心理 141-1 認知科学

27 数学

24 生産・安全、経営・社
会

145 サービス工学(サービスマネジメン
ト、知識マネジメント、スマートコ
ミュニティ<医療・福祉…>等)

146 ファイナンス・金融工学

35 バイオ関連工学系(材料・化
学、情報、電気、機械、物
理、農業工学等)

217 生体情報・計測・制御学、医療情報・システ
ム学(バイオイメージング、人工臓器学、遠
隔診断・治療システム、医療技術評価等)
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・その上で、上記表の小分類レベルと情報処理学会の 39の研究会の対応付けを行った。 

・上記小分類レベルで対応付けられた研究会の中で、とりわけ今、最も旬と考えられる研究分野

をカバーする 15〜20研究会において、中高生の関心喚起にもつながる「ホットなトピックス」

を提供する若手研究者にフォーカスを当て、その紹介を行った。 

 

記事として完成させたコンテンツは、サイトページを順次作り公開していった。さらに、SNS な

ども使い、中高生への周知の取組も行った。 

 

◆若手 IT研究者 掲載記事 

1.[計算機システム] 三輪忍先生 電気通信大学 

2.[コンピュータグラフィクス] 楽詠灝先生 コロンビア大学（米） 

3.[パーベイシブ・ユビキタスコンピューティング] 内山彰先生 大阪大学 

4.[HCI(ヒューマン・コンピュータ・インタラクション)] 玉城絵美先生 早稲田大学 

5.[インターネットと運用技術＜知能情報学＞] 松本亮介先生 ペパボ研究所 

6.[プライバシー保護＜計算機科学＞] 濱田浩気先生 日本電信電話株式会社 NTT セキュア

プラットフォーム研究所 

7.[自然言語処理] Graham Neubig 先生 奈良先端科学技術大学院大学 ※現在はカーネギー

メロン大学（米）  

8.[音楽情報処理] 竹川佳成先生 公立はこだて未来大学 

9.[歌声情報処理] 森勢将雅先生 山梨大学 

10.[ユビキタスコンピューティング、行動認識] 荒川豊先生 奈良先端科学技術大学院大学 

11.[インタラクション] 宮田章裕先生 日本大学 

12.[ヒューマンコミュニケーション基礎] 望月理香先生 日本電信電話株式会社 サービス

エボリューション研究所 

13.[情報検索] 加藤誠先生 京都大学 

14.[人文情報学＜歴史情報学＞] 後藤真先生 国立歴史民俗博物館 

15.[生命情報科学] 清水佳奈先生 早稲田大学 
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・具体的なコンテンツを以下に示す。写真や、中学・高校生にも関心を持ってもらえる本、さら

に類似研究で、特筆できる研究ができる大学などの情報を加味し、中高生の関心を引き出すコ

ンテンツを作成した。 

 

●記事例 
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●HCI(ヒューマン・コンピュータ・インタラクション) 

他人の身体を共有する～女性研究者の見たSF的な夢 

玉城絵美先生 早稲田大学 人間科学部 人間情報科学科／H2L,Inc.創業者 

高校時代、先天性心臓病で引きこもっていた彼女は、「部屋にいながら外でいろんな体験をしたい」

と思って過ごしました。大人になって、このSF的な夢の実現のため研究を進めたのが「身体の共有」

です。他人の体をハックし、その体験を自らも体感できるようになる未来。その先進となる技術を、

玉城絵美先生がご紹介します！ 

◇ 

みなさん、普段からFacebookやTwitter、LINEなどのSNSを使われていますね。その中で楽しい写真

や動画、きれいな風景などをみんなでシェアしあったりして、自分たちの体験を共有していると思

います。私の研究している「身体の共有」とは、そういった他の人の体験を自らも体感できるよう

になる、というものなのです。 

  

私の友達が文鳥を飼っていて、手のひらに乗せたりして楽しそうな写真なんかを見ると、私も触り

たい！と思うんです。私、文鳥大好きなんです(笑）。触りたいのに、画面上だから全然触れない。

そういうことってなんか許せないんですね。だって友達は楽しいことをしていているのに、私は忙

しくて触れないんだから。そういった、触るという動作も他人の手を借りて行うことを可能にする

研究が、PossessedHand(ポゼストハンド)です。――他人の手を自在に動かす研究です。 

 

例えば、友達の手に、このPossessedHandを装着し、私が、友達の指をこんなふうに動かしたいと

いうコマンドを送ると、友達の指がその通りに動きます。この装置から電気刺激が出ていって、指

をこんなふうに動かしてねというふうに指示を出しているわけです。つまり、これって、他人の体

をハックしているってこと。普通に言ってこの研究、ちょっと怖いんですよね(笑）。 

  

そこでひとりよがりな研究になっちゃいけないと始めたのが、「UnlimitedHand/アンリミテッドハ

ンド」です。これはPossessedHandの研究を応用したもので、バーチャルリアリティのゲームなど

に使えるようにしたデバイスです。バーチャルリアリティの中の手と自らの手の動きを共有するこ

とによって、例えばバーチャルリアリティのゲームをより臨場的に体感できたり、バーチャルな文

鳥を触れるようにしたりとかできるんです。このUnlimitedHandをVR用触感型ゲームコントローラ

ーとして販売できるように、ベンチャー企業（H2L）も立ち上げました。 

  

ひとりよがりな欲望から始まった研究なのですが、いろんな世界の人に身体共有の研究や開発を進

めてもらっています。これからも身体共有に関する研究は広がっていくと言われています。ぜひ今

後とも注目していってほしいです。 

 

・さらに、現在の研究動向から今後の展望についての記事の作成については、情報処理学会にも

協力を得つつ、次の方々から情報提供をいただき、それらを記事化した。（記事は別添） 
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(イ)-4.中学・高校での情報技術関連の教育をサポートし、促す事例や考え方の収集やコンテンツ

化 

 

中学・高校生に対する情報技術への関心喚起と共に重要なのは、その指導を行う中学・高校の教

員の意識向上を図ることである。高校では、教科「情報」は必修であり、また中学でも技術科にお

いてプログラミングを行うこととはされている。しかし、現在中学・高校には、情報技術に通じる

教員が育っていない、あるいはきちんと習得した教員が配置されていないということは、指摘され

るところである。 

 

そこで、中学・高校での情報関連の教育を充実させるための事例や考え方の収集、コンテンツ化

を行い、普及を試みた。 

具体的には、高校や大学の情報技術などの教育関係者に協力を得て、下の表のにようなプログラ

ミングやデータ分析、あるいはメディア制作等の先進的な取り組みや授業事例をWebコンテンツと

してまとめた。 

記事として完成させたコンテンツは、サイトページを順次作り公開していった。さらに、SNSも

使い、中学・高校の教育関係者などへの周知の取組を行った。 

 

●中学・高校での情報関連の教育をサポートし、促す事例や考え方 

 分野 コンテンツテーマ 提供者 所属 

1 データ分析 情報科における「データの分析」教育 

～柏陽IoTと柏陽ビッグデータの取り組み～ 

間辺広樹 神奈川県立柏陽高等学

校 

2 プログラミング 日本語プログラミング 大岩元 慶應義塾大学 

3 プログラミング 「エイリアンとの交信」を題材としたプログラ

ミング 

大里有哉 神奈川県立津久井高校 

4 プログラミング オンラインで利用可能なプログラミング学習

環境 

兼宗 進 大阪電気通信大学 

5 プログラミング 実世界のデータを計測し、活用するプログラミ

ング 

鎌田敏之 愛知教育大学 

6 プログラミング 小学校におけるプログラミング学習の方法 飯田秀延 東京都立小金井北高校 

7 メディア制作 映像制作から学ぶメディア・リテラシーの授業 岡本弘之 聖母被昇天学院中学校

高等学校 

8 産業界のIT 宇宙開発とIT 金田賢伊

知 

宇宙航空研究開発機構 

9 社会情報学 「“うわさ”はどこまで扱えるか」実践 生田研一

郎 

中央大学杉並高等学校 

10 情報モラル 生徒が先生にSNSを教える取り組み方法 柴田功 神奈川県立鶴見高校 

11 情報モラル 生徒が主体的に価値観を交流する情報モラル

の指導法 

勝田浩次 大阪府立東百舌鳥高校 

12 情報モラル 情報モラルと合意形成のつながる指導 谷川佳隆 千葉県立八千代東高校 

13 情報教育 新しい学力と教育の情報化について考える 堀田龍也 東北大学大学院情報科

学研究科 

14 情報教育とNIE 新聞記事を利用したＩＴ教育法 山下裕司 山口県立岩国高校 

 

とりわけ、最近注目を集めるプログラミング能力は、日本の教育が著しく遅れているとされるも

のの、その打開策が十分には見出せていないとの声もあったため、その先進事例も紹介した。 
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◆記事例 

●[データ分析] 

情報科における「データの分析」教育の役割～柏陽IoTと柏陽ビッグデータの取り組み 

神奈川県立柏陽高等学校 間辺広樹先生 

 

データ分析の事例を二つ紹介いたします。「ビッグデータ」「データサイエンス」などの言葉に象

徴されるように、社会の中では「データの分析」に注目が集まっており、学校でもそれを教育する

ことが期待されています。 

 

次の新しい学習指導要領にも、今まで以上にデータ分析や統計教育が求められてくると思われま

す。しかし、実際、統計教育は本当に難しい部分が多く、数学Ⅰで「データの分析」を学んだ生徒

でも、統計的な考え方ができていないことや、生徒が「データの分析」の必要性を感じていないと

いう課題がありました。 

 

柏陽高校は、過去にSSH（Super Science High school）だったため、科学的な学習活動が校風に強

く残っていますが、データの扱いは根本的な課題になっています。例えば一度実験をしただけで「植

物に話しかけたから大きく成長した」などといった、データに因らない結論を出してくる生徒も少

なからずいました。 

  

ですから、もっとデータで示すことの必要性や、データから発見する面白さを生徒に味わわせたい

と考え、授業に盛り込みました。その取り組みが、題して「柏陽IoT」と「柏陽ビッグデータ」で

す。 

  

柏陽IoT～身近なデータの計測・分析からネットワークの仕組みの理解へ 

 

IoTとはInternet of Things、つまり物のインターネットということです。情報機器が小さくなり、

データのやり取りが機械の間でも行われるようになってきていますが、今回注目したのが「ラズベ

リーパイ(Raspberry Pi)」という手のひらサイズのコンピュータと、プログラミング言語のドリト

ル、それからI2Cという規格のセンサーです。温度・湿度・明るさ・・・など、現在色々と販売さ

れている小さなセンサーをラズベリーパイに取り付けて、身近なデータをドリトルで計測・保存で

きるようにした学習環境が、「柏陽IoT」です。  

 

センサーで取得したデータをインターネット上に送り、インターネット上のデータ格納サーバー上

で誰もが見ることができます。 

 

例えば、遠隔地にあるコンピュータをリモートコントロールします。このコンピュータには環境を

測るセンサーがついていて、リアルタイムでその環境の数値をインターネット上に送ってきます。

これを生徒の前で実践し、QRコードをもとに生徒たちが自分で所有するスマホや自宅のパソコンか

らアクセスし、実際にデータがセンサー側から手元のスマホに移動したことを生徒が確認する体験

をするといった具合です。 
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この学習環境はデータ分析のみならず、色々な情報教育に使えるのではないかと考えています。ド

リトルを使ってプログラミング教育も可能ですし、ネットワークの仕組みの理解にもつながりま

す。さらに情報システムとは何なのかという理解にもつなげられると考えています。 

  

「柏陽IoT」を用いたデータ分析の授業例 

 

授業では、この環境を用いて「仮説を立て、データ分析をもとに検証する」というプロセスを行い

ます。具体的には、「昨日の朝9時から今朝の9時までの24時間でこの教室の気温がどのように変化

したか」を想像させ、グラフに予想を書かせてみます。だいたいの生徒は、朝は気温が低く、日中

にかけて少しずつ上がっていき、夕方はまただんだん下がっていくというグラフを書きます。 

  

しかし実際は、朝の授業前の気温が一番高く、その後はどんどん下がり、明け方が一番低く、日の

出とともに上がる、という変化でした。つまり、朝授業が始まるにあたりクーラーをつけたために

温度が下がっていったということが読み取れます。実際の結果は多くの生徒の想像とは大きく異な

っていました。 

  

また、人が教室内にいる時間帯は気温に揺れがあることを発見的に学んだり、極端な気温の変化か

ら「ここでクーラーを入れた」など、人の活動を推察したりすることができました。 

  

授業後に生徒に書かせたコメントシートからは、「データを収集し、分析すると真実が見えてきて

面白い」「データの散らばりには理由があることがわかった」など、授業に参加した３９名中３１

名が「データ分析の大切さ」に気づいた旨を記述していました。まず想像し、それと実際のデータ

とを比べてみることで、きちんとデータを取ることの重要さに気づいてくれる生徒が出てきたとい

うことです。 

 

このように、「まずデータに着目させる」ということには成功しました。その後は、そのデータ分

析の必要性であるとか、データがどういうふうに流れて行ったか、あるいはこういった技術の高さ

や可能性に興味・関心を持つ。そして将来の研究のアイデアにつなげていってくれたら、そんな期

待を持たせてくれます。 

  

柏陽ビッグデータ～1学年320人×100問アンケートを実施 

 

柏陽高校には、各クラスに何人かずつ「情報係」という役割の生徒がいます。その生徒たちに、勉

強・部活動・SNS・恋愛など、どんな項目でもよいのでアンケートを作らせます。例えば「唐揚げ

にレモンをかけますか？」とか、「スマホはどのくらい使っていますか？」などです。最初なので、

取りあえず色々な設問を100問ほど考えました。抜け漏れや重なりもありますが、生徒が考えたと

いうことで回答する側も興味も親しみも湧くと考え、まずはそのままにしました。そのアンケート

に１学年318人の生徒が回答します。 

 

データの収集にあたっては、放送大学が提供している「REAS(リアス)」というシステムを使って、

リアルタイムに行います。それを生徒たちがExcelの表に落として、まずは眺め、様々な切り口で
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データの分析を行います。すぐにはっきりとした分析はできませんが、少しまとめてみると、例え

ば生徒はイタリアに行きたがっているというような意外な結果が見えてきます。また、好きな果物

がミカン、メロンが多いのですが、よく見ると、ひらがなの「りんご」とカタカナの「リンゴ」が

混在していたりするので、それらを足したり共通のものをまとめていくと、順位に変化が起きたり

します。他にも、より速く入力できるのは、パソコンよりスマホだと感じている生徒が300人中81

人いるということで、これだけでも結構面白いデータになっています。 

 

設問への回答同士を関連させてみる～ビッグデータ分析の経験へ 

 

さらにもっと深めていき、何かの設問の答えと他の何かの設問の答えを関連させたら面白いんじゃ

ないか、そういった仮説を立てること、そしてそれを検証させるということをやらせてみました。 

  

生徒たちが立てた仮説としては、「スマホを打つほうが速いほど睡眠時間が短い」とか、「米が好

きな人は朝ご飯を毎日食べている」などがあります。中には「ポッキー好きな人は恋愛経験が多い」

という仮説もありました。理由を聞くと、なんと「ポッキーゲームをやっているからだ」といった、

非常に生徒のオリジナリティを感じさせる答えでした。 

  

このように、身近な設問と答えから仮説を生み出すことができる面白さを生徒が感じていきます。

または、データをどのように整理していけばいいのかということに興味を持ってくれる生徒もいま

した。 

 

ある生徒は、「スマホの利用時間と成績との関係」に着目しました。スマホの利用時間と成績（個

人が特定できないように加工したデータ）は、相関関係 -0.2 と相関は見られませんでしたが、さ

らに分析したところ、「スマホ利用が１時間以内」のグループには、「成績上位層」が40.0％を占

めることに対し、「スマホ利用が３時間以上」のグループは「成績上位層」が14.4％と少なく、逆

に34.0％が「成績下位層」にいることがわかりました。これらの結果をクラスに示したところ、生

徒からのコメントシートには25名がスマホ利用の自制を記述し、18名がデータ分析の面白さを記述

しました。このような学習によって、生徒が日常的に統計的な考え方を実践するようになることが

期待される取り組み結果でした。 

  

数学だけでは味わえない統計の必要性や面白さに気づく 

 

身近なデータを用いてデータの分析をするための、二つの授業事例をご紹介しましたが、生徒たち

には特に「動機づけ」に効果があったという感触を得ています。もちろん、今回の授業の前にも数

学で様々な実践をしているのですが、数学の授業だけではなかなか統計的な考え方の理解には行け

ません。まずそもそも数学の教科書では統計が巻末近くに出てきてしまっていること、また、計算

式は理解できるものの、それがどういう意味を持つのかということの理解に結びつかない生徒が多

いのです。 

  

ですが、今回のような授業を取り入れることによって、その必要性や面白さをある程度伝えられる

のではないか、またそれが、情報科の果たすべき役割なのではないかと思っています。 
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今後の課題としても、いくつかあります。もっと分析や考察を深めさせる指導をしていきたいとい

うこと。そして、今回は初めにデータの取り方をこちらでお膳立てした状態から分析に入りました

が、本来研究は、目的とするデータを自分でどのように収集するべきかを考えさせることも大切で

す。そのようなことも今後指導していきたいと考えています。 

 

 

 

◆コンテンツの掲載方法＜IPAの事業で作成したサイト＞ 

http://www.wakuwaku-catch.net/          
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（ウ）産業界やそこで求められる学問・知識の魅力の発信を、効果的に行う方法・工夫等 

 

産業界やそこで求められる学問・知識の魅力の発信は、主に高校生にはその魅力を、教育関係者

にはギャップなどを示し、意識付けが進められるのが望ましい。 

 

（ウ）-1. 中高生に向けた発信の工夫〜高校生の主体的な活動の応援 

 

一つは、中高生の主体的な活動を紹介・応援し、産業界やそこで求められる学問・知識に関わる

研究に関心を持たれる流れを検討している。 

高校生の主体的な関心活動を活かすことで、学問に出会い、社会・仕事等への関心も高める仕組

みを検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生の部活動やキャリア教育、ボランティアなど多岐に渡る活動を応援していくことを通じ

て、大学の研究や産業界への動線を作るのが一法である。 
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その際、重点をおいて紹介しているのが、理科研究である。全国の都道府県を網羅するように、

積極的に理科研究に取り組む高校生を応援することで、多くの数学・理科に関心のある高校生、さ

らには、その高校生が在籍している高校の他の生徒や理科の教員が、「みらいぶ」サイトを見て、

その延長で大学から産業界に連なる研究に関心を持つ流れを作ろうとした。 
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具体的には、以下のようなコンテンツ作成、提示を試みた。 

＜事例＞ 
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◆コンテンツリスト 
■研究発表 
【物理】茨城県立土浦第一高校 物理実験部 

「二次元方向でのメトロノームの同期～多数物体での回転運動を探る」 
  
【地学】新潟県立新潟中央高校 地学部 

「小出川（こいでがわ）貝化石の謎を追え！～貝化石群集の磨耗度・捕食孔から探る堆積環境」 
  
【物理】富山県立富山東高校 科学部 

「バウンド時のボールの回転の変化について」 
  
【地学】青森県立青森南高校 自然科学部 

「飛行機雲の研究～出現する条件と形～」 
  
【生物】岐阜県立岐阜高校 自然科学部生物班 

「守れ！ふるさとのカスミサンショウウオ VII～保護活動の推進と生殖活動の解析～」 
  
【地学】鹿児島県立錦江湾高校 天文物理部 

「火山灰の帯電状態に起因する火山雷」 
  
【生物】千葉県立市原八幡高校 理科部 

「アカハライモリの個体識別と食性」 
  
【地学】兵庫県立三田祥雲館高校 天文部 

「小惑星 sandashounkanの観測」 
  
【物理】熊本県立熊本工業高校 化学部 

「自作のシェイカーで水溶液の比熱測定に挑戦」 
  
【物理】山梨県立甲府南高校 物理宇宙部 

「最速降下曲線」 
  
【物理】北海道札幌北高校 物理化学部 

「リングキャッチャーを百発百中に」 
  
【生物】佐賀県立佐賀西高校 サイエンス部 

「アリアケスジシマドジョウの保護に向けて４～個体数調査と人工繁殖に関する研究～」 
  
【物理】川崎市立川崎高校 科学部 

「書くということ」 
  
【物理】東京都立戸山高等学校 ＳＳＨ物理コース 

「雨滴発電」  
  
【地学】福岡県立小倉高等学校 SS天文研究会 

「スペースデブリの除去をめざして～ライトカーブを用いた回転の様子と形状の決定～」 
  
【地学】東京都・海城高校 地学部 

「SQMを用いた南極・昭和基地における夜空の明るさ観測」 
  
【地学】山形県立山形中央高校 生物部 

「大沼浮島の探求 2015～断層形成の観察～」 
  
【物理】静岡県立清水東高校 自然科学部物理班 

「屈折率勾配を持つ溶液に等価なレンズの導出」 
  
【生物】京都府立木津高校 科学部クマムシ研究会 

「クマムシ／肢ポンプ仮説」 
  
【地学】石川県・星稜高校 天文部 

「クレーターの年代推定と分析」 
  
【化学】滋賀県立彦根東高校 ＳＳ部化学班 

「セッケンの性質」 
  
【地学】山梨県立都留高校 地球物理部（地学班） 

「岩殿山を構成する岩殿山礫岩層の礫の方向性から古流向を探る」 
  
【物理】山形県立山形工業高校 科学部 

『トンボの滑空』―トンボは滑空できるのか？― 
  
【生物】島根県立浜田高校 自然科学部 
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「ハッチョウトンボの分散に関する研究～トンボはどのようにして山を越えたのか～」 
  
【物理】佐賀県立佐賀西高校 サイエンス部 

「高性能なコイルガンを目指して」 
  
【地学】群馬県立太田女子高校 地学部 

「微化石の黄鉄鉱化について」 
  
【物理】滋賀県立虎姫高校  科学探求部 

「並行する水流の混合要因」 
  
【化学】大分県立大分上野丘高校 化学部 

「酸濃度の簡易測定方法～ガラス繊維濾紙を展開する酸溶液～」 
  
【化学】佐賀県立佐賀西高校 サイエンス部 

「脂肪酸分子の単分子膜中における挙動」 
  
【化学】鹿児島県立福山高校 科学研究部 

「焼酎から酢は作れるか 第 2報」 
  
【化学】島根県立益田高校 自然科学部 

「クワの葉を使わないカイコの人工飼料の研究」 
  
【生物】岩手県立水沢農業高校 植物バイテク専攻班 

「サクラソウの人工繁殖に関する研究」 
  
【化学】山口県立宇部高校 科学部 

「ため池の水質調査」 
  
【化学】沖縄県・昭和薬科大学附属高校 科学部 

「花酵母の探索 II～アルコール発酵能の測定～」 
  
【生物】大分県立別府鶴見丘高校 科学部 

「別府市街地の石垣植生の研究 II～石垣に適応したホウライシダの形態～」 
  
【化学】東京都立科学技術高校 科学研究部 

「セルロースからのエタノール生産に関する研究」 
  
【生物】広島県立広島国泰寺高校  理数ゼミ生物班 

「踊るウキクサ 大調査せん？」 
  
 ■ポスター(パネル)発表 

【ポスター/化学】宮城県仙台第三高校 自然科学部化学班 
「銅箔の色調変化の研究」 
  

【ポスター/物理】茨城県立並木中等教育学校 科学研究部 
「なぜひだ折りろ紙のろ過時間は短いのか～ひだの数から探る～」 
  

【ポスター/地学】広島大学附属高校 科学研究班 
「広島市似島に分布する広島花崗岩類の形成」 
  

【ポスター/生物】鹿児島県立国分高校 サイエンス部昆虫班 
「屋久島方言で鳴くツクツクボウシの正体を探る～大隅諸島の昆虫相に今も残る幸屋火砕流の爪痕?」 
  

【ポスター(パネル)/物理】熊本県立宇土高校 科学部物理班 
「凸レンズに関する研究」 
  

【ポスター/地学】東京都・本郷高等学校 地学部 
「三葉虫の濾過採食機能の検証」 
  

【ポスター/生物】新潟県立長岡高校 生物部 
生育に有利な種子を、風に乗せてより遠く「ケヤキの上部にできる種子の優位性」 
  

【ポスター/地学】佐賀県立佐賀西高校  サイエンス部 
「流星が酸素を光らせる？～高感度撮影による流星痕の写真観測 2」 
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（ウ）-2. 中高生に向けた発信の工夫〜身近な世界としての「本」から 

 

学問知識の情報への中高生からのアクセスを高める方法としては、高校生の身近な関心からの動

線を用意することも考えている。その際、身近であると同時に知識・産業界・仕事にも関わる必要

もある。 

そこでもう一つの柱として、本など身近なメディアをきっかけに学問・産業界に関心を喚起する

方法も積極的に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生自身が、自分の関心のある身近で面白い本を紹介していく様を多くの高校生に見てもらう

ことで、その延長上に学問・産業界が見えるという動線を作る検討もした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学問に関する本の著者が、高校を訪ね、対話する「オーサービジット」を筑波大学との協力関係

を作り、実施した。それにより、本から学問・仕事という流れをより自然なものとし、その結果、

高校生にとって産業界で必要性の高い学問・知識に関わる研究をより身近なものと感じられる環境

を作ることを試みた。さらにその模様を、学問の魅力発信のための記事として中高生の関心喚起に

繋げていくことも検討した。 
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（ウ）-3. 教育関係者への発信内容・方法の検討 

 

情報技術の小中高段階からの教育の促しでは、産業界で重要な分野としての情報技術の存在や、

大学の先端研究の魅力を教育関係者に対して発信した。 

 

情報技術の指導は、キャリア教育や進路指導としての意義も持ち、これをきっかけに高校・大学・

産業界をつなぐ人材育成の可能性も出てくる。また、生徒には、単なるスキルとして学ぶのではな

く、今学んでいることが先端研究や産業界の仕事との関連で位置づけられるという、学びのインセ

ンティブにつながることになると想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、産学の専門分野ニーズにおけるギャップの問題に加え、就職活動のあり方、履修履歴の動

き、産業人材の基盤としての理工系分野の選択要因などのコンテンツも整理し、提示してきた。 
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◆サイト「みんなの教育」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


